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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
GLUTlとKトケの発現は様々な悪性腫疫の臨床病理学的悪性度と関連 していることが報告6

L組織学的な新分類である1AS ilC/ 偲RSc fATS ass ion
itca
 がされている.一昨年,肺腺癌において,

filS今回我々は, LC/ 促R cassAS TSA ionCtal lJで分類 した,早期肺腺癌における GLUT提唱されたQ

と Ki7の発現の臨床病理との関連を検討 したo根治的切除が行われた6l IAの肺腺癌 501,
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｡GLU Ki7 GFに分類 した Tlと の発現は免疫染色で評価 した｡また6-
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6-,と KRAS変異を pCR法で調べた｡GLUTlKi7の発現 EGFRとKRAS変異はそれぞれ 28例 

5,%) 3例( %) 1例133,
7
2( 5,94( %) 例 8(%)であったoGLUTlの発現は EGFR野生株 KRAS変

yi invasv異に有意に関連 していた｡多変量解析で GLUTlの発現ぽ` et

UTlが両方発現 している症例は有

p と独立して関連 してe"

6Ki-いたo全生存期間と無再発生存期間の検討では, 7と GL
意に予後が不良であった｡GLUTlの発現は早期肺腺癌において, l浸潤傾向と関連があり,Ki

と合わせて早期肺腺癌の悪性度獲得に関与していることを示唆 した｡

諭 文 窄 査 結 果 の 要 旨 
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は､G UT11が早期肺腺癌の浸潤能などの悪性形質獲得に関与している可能性を示し 
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